
一橘論叢 第八十七巻 第三号　（44）

わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
と
企
業
支
配

序

　
主
題
に
い
う
企
業
と
は
株
式
会
社
企
業
を
さ
し
、
支
配
と
は
企

。
業
役
員
の
任
免
権
を
筆
握
す
る
こ
と
、
ま
た
は
企
業
運
営
の
基
本

方
針
を
決
定
す
る
こ
と
を
一
般
に
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
意
味
の

企
業
支
配
を
実
証
的
に
解
明
す
る
に
当
た
っ
て
最
も
重
要
な
課
題

と
さ
れ
る
の
は
、
だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
動
機
と
意
図
か
ら
、
な

に
に
依
拠
し
て
企
業
を
支
配
す
る
の
か
と
い
う
問
趨
で
あ
る
が
、

こ
の
問
魑
を
実
証
的
に
解
明
す
る
企
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
バ
ー
リ

ー
ー
ミ
ー
ン
ズ
や
T
N
E
C
が
ア
メ
リ
カ
大
企
業
の
支
配
に
関
す
る

実
証
分
析
に
お
い
て
用
い
た
方
法
、
な
か
ん
ず
く
企
業
支
配
の
諸

形
態
の
分
類
方
法
、
の
批
判
的
摂
取
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
、

平
　
　
田

光
　
　
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

と
解
し
て
大
き
方
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
今

後
も
な
お
、
企
業
支
配
の
諸
形
態
と
の
つ
な
が
り
で
お
し
進
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
異
論
は
な
い
で
あ
ろ

う
o　

と
こ
ろ
で
、
企
業
の
支
配
者
は
、
企
業
役
員
の
任
免
権
を
掌
握

し
、
企
業
運
営
の
基
本
方
針
を
決
定
し
う
る
カ
を
も
つ
の
で
あ
る

が
、
こ
の
支
配
力
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
株
主
総
会
に
お
い
て

議
決
権
と
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
わ
が
国
で
こ
の
こ
と
に
漕
目
し
、
そ
の
実
証
分
析
を
企
て
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

学
究
は
、
増
地
庸
治
郎
教
授
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
、
と
言
っ
。
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
合
い
か
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る

企
業
支
配
の
実
証
分
析
は
、
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の

実
態
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
お
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
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と
な
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
、
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
と

企
業
支
配
を
主
題
と
し
て
取
り
あ
げ
る
に
い
た
っ
た
ゆ
え
ん
も
、

実
は
こ
こ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
主
題
の
も
と

に
、
ま
ず
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

つ
い
で
企
業
支
配
の
間
題
を
こ
れ
と
の
つ
な
が
り
で
み
た
場
合
、

そ
れ
は
ど
こ
に
現
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
ユ
）
　
そ
の
詳
紬
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
平
田
光
弘
（
稿
）
「
企
業
活
動
と
企
業
支
配
」
（
米
川
伸
一
・
平
田

　
　
光
弘
編
『
企
業
活
動
の
理
論
と
歴
史
』
千
倉
書
房
、
昭
和
五
十
七
年

　
　
刊
行
予
定
、
所
収
）

　
（
2
）
　
増
地
教
授
は
、
そ
の
著
『
我
が
国
株
式
会
社
に
於
け
る
株
式
分

　
　
散
と
支
配
』
（
同
文
館
、
昭
和
十
一
年
）
の
第
二
章
「
株
主
総
会
議

　
　
決
権
の
行
使
」
に
お
い
て
、
清
算
市
揚
上
場
会
社
二
一
一
社
中
一
五

　
　
九
社
か
ら
得
ら
れ
た
、
昭
和
八
・
九
年
度
株
主
総
会
に
関
す
る
回
答

　
　
を
資
料
と
し
て
、
株
主
総
会
議
決
権
の
行
使
状
態
を
間
魍
に
す
る
。

　
　
そ
の
分
析
縞
果
を
要
約
す
れ
ぱ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
H
　
公
称
資
本
金
階
級
別
・
産
業
別
の
株
主
総
会
出
席
者
数
（
七

　
　
〇
・
一
名
）
、
株
主
総
会
出
席
春
率
（
一
・
三
七
％
）
、
株
主
総
会
出

　
　
席
株
数
（
四
四
、
九
七
〇
株
）
お
よ
ぴ
株
主
総
会
出
席
株
率
（
七
・

　
　
一
八
％
）
か
ら
株
主
総
会
の
意
志
が
少
数
の
出
席
者
に
よ
っ
て
事
実

　
　
上
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
○
　
公
称
資
本
金
階
級
別
・
産
業
別
の
株
主
総
会
委
任
者
数
（
二
、

　
　
C
二
六
名
）
、
株
主
総
会
委
任
者
率
（
三
九
・
六
八
％
）
、
株
主
総
会

委
任
株
数
（
三
四
六
、
〇
五
一
株
）
お
よ
ぴ
株
主
総
会
委
任
株
率

（
五
五
．
二
二
％
）
か
ら
出
席
株
主
へ
の
議
決
権
の
委
佳
が
極
め
て

多
い
こ
と
。

　
目
　
公
称
資
本
金
階
級
別
・
産
業
別
の
株
圭
総
会
参
与
者
数
（
二
、

〇
九
六
名
）
、
株
主
総
会
参
与
者
率
（
四
一
・
〇
六
％
）
、
株
主
総
会

参
与
株
数
（
三
九
一
、
〇
二
一
株
）
お
よ
ぴ
株
主
総
会
参
与
株
率

（
六
二
・
四
〇
％
）
か
ら
六
〇
％
弱
の
株
主
、
三
八
％
弱
の
株
式
が

株
主
総
会
に
全
く
無
関
心
で
あ
る
こ
と
。

　
㈲
　
公
称
資
本
金
階
級
別
・
産
業
別
の
株
主
総
会
出
席
者
平
均
持

秩
数
（
六
四
一
・
九
株
）
、
株
主
総
会
委
任
者
平
均
持
株
数
（
一
七

〇
．
八
株
）
、
株
主
総
会
参
与
者
平
均
持
株
数
（
一
八
六
・
六
株
）

お
よ
ぴ
株
主
平
均
持
株
数
（
二
＝
二
・
○
株
）
か
ら
株
主
総
会
に
対

す
る
無
関
心
が
小
株
主
に
よ
り
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
。

　
な
お
、
叙
上
の
内
容
は
、
増
地
教
授
の
主
著
『
株
式
会
社
－
株

式
会
社
の
本
質
に
関
す
る
経
営
経
済
的
研
究
－
』
巌
松
堂
書
店
、

昭
和
十
二
年
、
二
〇
五
－
二
四
五
頁
、
に
加
筆
の
う
え
載
録
さ
れ
て

い
る
。二

　
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
の
実
態

　
は
じ
め
に
、
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
実
態
を
知
り
う
る
唯

一
の
資
料
「
株
主
総
会
白
書
」
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
見
て
い
く
こ

と
に
す
る
。
こ
の
「
株
主
総
会
白
書
」
は
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
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~1{i~ 
Ajj~~i~~~ 

~t 
1400 

1400 

1620 

1664 

1681 

1682 

1693 

1725 

1705 

1715 

1714 

~l~~* 

~i 
5 69 

538 

782 

795 

678 

724 

763 

7 74 

708 

633 

609 

~]~~;* ;~~~' 

e' lo 
40.6 

38.4 

48.3 

47.8 

40.3 

43.0 

45.1 

44*9 

41.5 

36.9 

35.5 

年次

1971

1972

1973

1974

19ア5

19ア6

1977

19ア8

1979

1980

1981

十
六
）
年
以
降
、
社
団
法
人
商
事
法
務
研
究
会
が
、
わ
が
国
主
要

．
企
業
に
お
け
る
株
主
総
会
運
営
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
行
っ
て
き
た
調
査
の
結
果
を
年
次
別
に
ま
と
め
た

　
　
　
　
＾
1
）

も
の
で
あ
る
。
調
査
項
目
は
株
主
総
会
の
全
般
に
及
び
、
調
査
企

業
は
全
産
業
の
主
要
企
業
、
す
な
わ
ち
各
年
次
の
調
査
時
点
に
近

　
い
定
時
総
会
を
開
い
た
東
証
・
大
証
・
名
証
上
場
企
業
を
す
べ
て

包
ん
で
い
る
。
ま
た
、
回
答
は
記
名
に
よ
ウ
て
い
る
。
そ
の
調

査
・
回
答
企
業
数
の
内
訳
を
示
せ
ぱ
、
み
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
株
主
総
会
白
書
」
に
お
い
て
大
株
主
懇
談
会
の
実

態
が
調
査
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十

　
一
）
年
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
調
査
年
次
に
つ
い
て
は
、
こ
の

年
次
以
降
に
、
ま
た
、
分
析
対
象
に
つ
い
て
は
、
株
主
総
会
出
席

株
主
、
株
主
総
会
進
行
状
況
、
委
任
状
勧
誘
お
よ
ぴ
大
株
主
懇
談

会
の
四
薯
象
に
そ
れ
ぞ
れ
隈
る
こ
と
に
す
る
。

H
　
株
主
総
会
出
席
株
主
の
実
態

　
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
は
、
総
会
に
付
議
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
決
議
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
株
主
は
、
無
議
決

権
株
主
を
除
い
て
、
株
主
総
会
に
出
席
し
、
議
案
に
つ
い
て
質
間

し
、
意
見
を
述
べ
、
動
議
を
提
出
し
、
決
議
に
加
わ
る
等
の
、
総

会
に
参
与
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
参
与
権
の
う
ち
、
最

も
重
要
で
代
表
的
な
も
の
が
議
決
権
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
一
体
、

総
会
に
出
席
し
て
議
決
権
を
行
使
す
る
株
主
の
実
態
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
株
主
総
会
出
席
株
主
に

は
、
現
実
出
席
株
主
と
委
任
状
出
席
株
主
と
が
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
実
態
に
関
す
る
分
析
結
果
。
を
示
せ
ぱ
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

箏　
ま
ず
表
1
お
よ
ぴ
表
2
は
、
現
実
出
席
株
主
の
人
数
と
そ
の
持

株
比
率
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
推
移

を
永
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
1
か
ら
、
現
実
出
席
株
主
の
人
数
は

回
答
企
業
の
過
半
数
（
約
五
六
－
六
一
％
）
に
お
い
て
二
一
－
八
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( 47 ) ~) ~~~I Ji~~A~L~i~ (1)~i~~!~~~;~ ~ Ajj~~i~ ~~~E 

st~~ ( ) ~lG'Ilo 

19ア6’ 53 165 147 114 65 64 44 28 27 フ07 1ア 724
（ア．5） （23．3） （20，8） （16．1〕 （9．2） （9．1） （6．2〕 （4．O） （3．8〕 （100．O）

19η 46 184 1フ6 92 η η 糾 38 27 761 2 7蘭

（6．O） （24．2） （23．1） （12．1） （10．1） （ユO．1〕 （5．8〕 （5．o） （3－5） （100．O〕

1978 58 16ア 162 ユ14 72 89 40 41 29 7ア2 2 フ舛

（7．5） （21．6〕 （21．O） （14．8） （9，3） （11－5） （5．2） （5．3） （工s） （ユoo．o）

19フ9 側 166 168 89 74 81 30 35 12 695 13 708

（58） （239） （24．2） （12－8） （10．6） （1ユ．7〕 （4．3） （5．o） （i－7） （1OO．O）

1980 36 12ア 153 95 66 67 34 28 12 618 1； 633
（5．S） （20．6） （24．8） （15．4） （10．ア） （1O．8〕 （5．5〕 （4．5） （1．9） （100．O）

198］ 34 102 14ア 畠4 6呂 66 35 34 29 599 10 609
（5．7〕 （17－O〕 （2生5） （14．O） （11．卑） （11．O〕 （5．8） （5．7） （4．8） （100．O）

(~~!~?) r~;~~,"'">~~1~'+*J 4~~' h~i~, bf~;~~. 

~~2 ~~~i~~ttF;~~~~~a)~~t~~b~~ (~~}~~f?~i~1~~E~;~~;~c) ~i~C ( ) ~~{?~-

＼1
O．1 o．5 1 3 5 10 15 20 30 30 回 無
以 ” ” ” ” ” ” 〃 ”

回 計
下 超 答 答

19ア6 92 62 61 1ユ2 60 脾 68 40 58 ア2 フ09 15 724
（13－O） （8．7） （8．6〕 （15．8） （s．5〕 （11．畠） （9．6） （5．6） （8－2） （1O．2） （100－O）

19η 70 68 70 ユ32 7ユ 98 61 51 6昌 66 乃5 呂 763
（9．3） （9－o） （9．3〕 （17．5〕 （9．4〕 （13．O〕 （8．1〕 （6．畠） （9．0） （ε．フ） （1OO－0）

1978 舶 糾 66 113 S0 105 57 4フ 65 呂2 フ64 ユO η4

（11．1） （8．4） （8．6） （14．8〕 （10，5〕 （13．7） （ア．5〕 （6．2） （9．5） （10．ア〕 （100－O）

1979 95 蘭 59 115 49 呂6 62 48 53 51 6S6 22 708
（13－8〕 （9，9） （8．6） （16．8） （7－1） （12．5） （9．0） （7．O） （7．7〕 （7．4〕 （100．O〕

1980 63 73 54 103 45 68 65 42 57 4ア 611 16 633
（10．2〕 （1i－8） （8．8） （16．フ） （7．3） （11．O） （10．5） （6．昌） （9．2） （7．6） （1oo．o〕

1981 50 60 49 114 48 75 66 39 41 仏 586 23 609
（8．5〕 （10．2） （畠．4） （19．5） （8．2） （12．昌） 〔11．3） （6．7） （7．O） （ア．5） （1oo．o〕

(~!~7) ~~ I r;1,,~ U . 

~~3 ~:i3~~~~~~;~~~~~#~~~~b~ (~f~~ff~ft~~~~:~~~) ~h~C ( ) F'~0//e 

50 60 70 90 Ioo 80 ao 30 I~l 

J~~t 

~~* ~: T 
1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

1981 

(~~~f) 

307 

19 
(3. 2) 

4
 (O. 5) 

8
 

(1. 4) 

7
 (1. O) 

2
 

(O. 4) 

8
 

( l. 4) 

.~~1 t:;J~~e* 

39 
(6. 6) 

12 
(1. 6) 

lO 
(1. 7) 

16 
(2. 4) 

9
 

(1. 8) 

7
 (1. 2) 

17 
(2. 9) 

28 
(3. 8) 

19 
(3. 2) 

26 
(3. 9) 

14 
(2. 7) 

ll 
( 1. 9) 

39 
(6. 6) 

37 
(5. O) 

24 
(4, l) 

23 
(3, 4) 

14 
(2. 7) 

21 
(3. 6) 

29 97 ISO 125 S7 17 589 
(4.9) (16.5) (25.5) (21.2) (9.7) (2.9) (100.0) 

45 1 16 195 195 92 16 740 
(6.i) (~S.7) (26.4) (26.4) (12.4) (2.2) (100.0) 

41 93 159 150 68 13 S85 
(7.0) (lS.9) (27.2) (25.6) (ll.6) (2.2) (100.0) 

42 122 ISO 192 83 12 673 
(6.2) (18. 1) (22.3) (28.5) (12.3) (1.8) (lO0.0) 

35 83 123 157 64 Il 512 
(6.8) (16.2) (24.0) (30.7) (12.5) (2.1) (iO0.0) 

41 82 ISO 177 74 16 587 
(7.0) (14.0) (25.6) (30.2) (12.6) (2.7) (100.0) 

1 35 

23 

189 

55 

121 

22 

724 

763 

774 

1 08 

633 

609 



（48〕第三号第八十七巻橘論叢

）内％委任状出席株主の持株比率（対総会出席株主持株総数）社数4表

1
9
フ
6
1
9
η
ユ
9
7
s
1
9
7
9
1
9
冨
O
ユ
9
8
］

　
4
1
（
6
．
1
）
　
2
0
（
2
．
7
〕
　
4
5
（
6
．
3
）
　
2
2
（
3
．
5
）
　
3
0
（
4
．
8
〕
　
ユ
4
（
2
．
卑
）

　
　
1
0
（
1
－
5
）
　
　
？
（
o
．
9
〕
　
　
1
5
（
2
．
1
〕
　
　
1
2
（
1
．
9
）
　
ユ
3
（
2
．
4
〕
　
1
0
（
1
．
ア
）

　
　
2
4
（
3
．
6
〕
　
　
2
2
（
2
．
9
）
　
　
2
3
（
3
．
2
）
　
　
2
3
（
3
．
7
）
　
2
1
（
3
．
9
）
　
ユ
1
（
1
－
9
）

　
　
2
8
（
4
．
2
〕
　
　
3
2
（
4
－
3
）
　
　
2
6
（
3
．
6
）
　
　
ユ
8
（
2
．
9
）
　
　
ユ
6
（
3
，
O
〕
　
　
9
（
1
，
5
）

　
　
2
S
（
4
．
2
〕
　
　
糾
（
4
－
6
〕
　
　
2
7
（
3
一
昌
）
　
　
2
7
（
4
．
3
〕
　
3
7
（
6
．
9
）
　
ユ
7
（
2
．
9
）

　
　
5
2
（
7
－
7
〕
　
　
5
4
（
7
．
2
〕
　
　
5
ユ
（
7
、
ユ
）
　
5
3
（
8
．
5
）
　
4
0
（
7
．
5
）
　
3
2
（
5
．
4
〕

　
　
5
5
（
昌
．
2
）
　
　
7
3
（
9
．
8
）
　
　
7
0
（
9
．
8
）
　
　
“
（
1
0
．
3
）
　
　
4
ア
（
8
，
8
）
　
　
6
3
（
1
o
．
7
〕

　
　
6
3
（
9
．
4
）
　
　
9
4
（
1
2
．
6
）
　
　
8
0
（
1
1
．
2
〕
　
　
9
4
（
1
5
．
1
〕
　
　
6
4
（
1
2
．
O
）
　
　
8
0
（
1
3
．
6
〕

　
　
1
O
O
（
1
4
．
9
〕
　
　
1
0
7
（
1
4
．
4
）
　
　
1
0
ア
（
1
4
．
9
）
　
　
1
0
2
（
1
6
－
4
〕
　
　
7
8
（
1
4
．
6
）
　
　
9
5
（
1
6
．
2
〕

　
　
2
ア
1
（
4
0
．
3
）
　
　
3
0
2
（
4
0
．
5
）
　
　
2
7
2
（
3
畠
．
O
）
　
2
0
6
（
3
3
．
2
〕
　
1
8
7
（
お
．
1
）
　
2
5
ア
（
卑
3
，
7
）

　
　
6
ア
2
（
1
0
0
．
O
）
　
　
7
4
5
（
1
0
0
．
O
）
　
　
7
1
6
（
ユ
O
O
．
O
〕
　
　
6
2
1
（
1
0
0
．
0
）
　
　
5
3
3
（
1
0
0
．
O
）
　
　
5
8
8
（
1
o
o
．
o
）

5
2
1
畠
5
8
8
ア
1
0
0
2
1

7
別
フ
6
3
η
4
ア
0
8
6
3
3
6
0
9

（出所） 表ユ1こ庫］Li

祉敏（ ）内％総会出席株主の株主比率（対総株主数）’
o表

年

回
答
（
％
）
次

5
以
下

1
o
”

1
5
”

2
0
”

2
5
”

3
0
”

3
5
”

4
0
”

4
5
”

5
o
”

5
0
趨

回
答

無
回
答

計

1
9
ア
6
1
9
η
1
9
7
8
ユ
9
ア
9
1
9
S
0
1
9
8
ユ

2
5
2
4
2
2
0
1
0
1
1

7
2
4
7
6
3
η
4
7
0
8
6
3
3
6
0
9

表1に同しo（出所〕

社数（ ）内％総会出席株主の持株比率（対発行済株式総数）6表

1
o
以
下

2
0
”

3
0
”

柵
”

5
0
”

6
0
’

7
0
”

8
0
”

9
0
”

1
0
0
” 回

答

無
回
答

計

1
9
7
6
1
9
η
1
9
7
8
1
9
フ
9
ユ
9
8
0
1
9
8
1

　
2
4
（
3
．
4
）
　
1
6
（
2
．
1
）
　
2
4
（
3
．
2
）
　
フ
（
1
．
O
）
　
1
3
（
2
．
1
）
　
9
（
1
．
5
）

　
2
9
（
4
．
2
）
　
7
（
o
．
9
）
　
2
6
（
3
，
4
）
　
1
1
（
1
．
6
）
　
1
ε
（
2
．
9
）
　
5
（
o
．
8
）

　
2
6
（
3
．
7
）
　
6
（
O
．
8
）
　
2
9
（
3
．
8
）
　
1
0
（
1
．
5
）
　
2
9
（
4
．
7
）
　
5
（
o
．
s
）

　
3
3
（
4
．
ア
）
　
1
3
（
1
．
7
）
　
3
0
（
4
．
O
）
　
フ
（
1
．
o
）
　
あ
（
4
．
O
）
　
4
（
o
．
7
）

2
6
7
1
5
2
8
1
4
1
1

7
2
4
7
6
3
η
4
7
0
8
6
3
3
6
0
9

（出所〕 表1に同じ。
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（49）　わが国上場企業の株主総会と企業支配

○
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
表
2
か
ら
、
そ
の
持
株
比
率
は
回
答
企
業

の
過
半
数
（
約
五
三
－
五
六
％
）
に
お
い
て
五
％
以
下
で
あ
っ
た
、

と
く
に
一
％
以
下
が
回
答
企
業
の
約
三
割
に
及
ん
だ
こ
と
が
分
か

る
。
つ
ぎ
に
表
3
お
よ
び
表
4
は
、
委
任
状
出
席
株
主
の
持
株
比

率
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
と
そ
の
持
株
比
率
（
対
総
会
出
席
株

主
持
株
総
数
）
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
表
3
か
ら
、
委
任
状
出
席
株
主
の
持
株
比
率
（
対
発
行
済

株
式
総
数
）
は
回
答
企
業
の
過
半
数
（
約
六
三
－
七
一
％
）
に
お

い
て
五
〇
1
八
O
％
で
あ
っ
た
こ
と
、
表
4
か
ら
、
そ
の
持
株
比

率
（
対
総
会
出
席
株
主
持
株
総
数
）
は
回
答
企
業
の
過
半
数
（
約

六
二
－
七
四
％
）
に
お
い
て
七
〇
％
以
上
で
あ
っ
た
、
と
く
に
九

〇
％
以
上
が
回
答
企
業
の
約
三
－
四
割
に
達
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。

さ
ら
に
表
5
お
よ
び
表
6
は
、
総
会
出
席
株
主
の
株
主
比
率
（
対

総
株
主
数
）
と
そ
の
持
株
比
率
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
と
に
つ

い
て
、
そ
れ
ら
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
5
か
ら
、
総

会
出
席
株
主
の
株
主
比
率
は
回
答
企
業
の
約
半
数
（
約
四
四
－
六

八
％
）
に
お
い
て
一
五
－
三
〇
％
で
あ
っ
た
、
ま
た
、
五
％
以
下

が
回
答
企
業
の
約
七
－
三
〇
％
も
あ
っ
た
こ
と
、
表
6
か
ら
、
そ

の
持
株
比
率
は
回
答
企
業
の
大
半
（
約
六
三
－
八
五
％
）
に
お
い

て
六
〇
－
九
〇
％
で
あ
っ
た
、
と
く
に
七
〇
1
八
O
％
が
回
答
企

業
の
約
三
－
四
割
を
占
め
た
こ
と
が
読
め
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
株
主
総
会
出
席
株
主
の
実
態
は
つ
ぎ
の
よ

う
で
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
多
く

の
企
業
で
は
、
現
実
出
席
株
主
の
人
数
は
八
O
人
ど
ま
り
、
そ
の

持
株
比
率
は
発
行
済
株
式
総
数
の
五
％
以
下
で
あ
っ
た
、
②
多
く

の
企
業
で
は
、
委
任
状
出
席
株
主
の
持
株
比
率
は
発
行
済
株
式
総

数
の
五
〇
％
を
趨
え
、
ま
た
、
そ
れ
は
総
会
出
席
株
圭
の
持
株
総

数
の
七
〇
％
以
上
を
占
め
た
、
③
多
く
の
企
業
で
は
、
総
会
出
席

株
主
の
人
数
は
総
株
主
数
の
一
五
－
三
〇
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

そ
の
持
株
比
率
は
発
行
済
株
式
総
数
の
六
〇
1
九
〇
％
に
及
ん
だ
、

と
o⇔

　
株
主
総
会
進
行
状
況
の
実
態

　
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
は
、
総
会
に
自
ら
出
席
し
て
議

決
権
を
行
使
す
る
現
実
出
席
株
主
が
非
常
に
少
な
く
、
委
在
状
に

よ
っ
て
議
決
権
を
代
理
に
行
使
し
て
も
ら
う
委
任
状
出
席
株
主
の

大
量
の
持
株
に
大
き
く
依
存
し
な
が
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
、
い

ま
知
っ
た
。
そ
れ
で
は
一
体
、
こ
う
し
た
出
席
株
主
構
成
の
も
と

で
開
か
れ
る
株
主
総
会
の
進
行
状
況
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
実
態
に
関
す
る
分
析
結
果
を
示
せ
ば
、
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( 50 ) 

~h~( ( ) ~l"~ 

¥~p¥~;r¥:J'~!.]~~l:1(A) l~.~t ~l ~+ 10 ~~ ~
l
 6

 
7
 

9
 

8
 

5
 

O
 J: i~~F1 ~~~* 

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

1981 

175 188 200 95 33 7 4 6 O O l 709 
(24. 7) (26.5) (g8.2) (13.4) (4.6) (1.0) (0.6) (0.8) (O.O) (0.0) (0.1) (100.0) 

129 174 234 150 35 22 5 O 1 3 O 7S3 (1?.1) (23.1) (31.1) (19. 9) (4. 6) (2. 9) (O. 7) (O. O) (O. 1) (O. 4) (O. O) (lOO O) 

218 201 207 99 32 2 l l I O l Y63 
(28.6) (26.3) (27.1) (13.0) (4.2) (0.3) (O.1) (0.1) (0.1) (0.0) (0.1) (100.0) 

141 160 231 122 32 7 O O O O 2 695 (20.3) (23.0) (33.2) (17.6) (4.6) (1.0) (0.0) (O.O) (0.0) (0.0) (0.3) (lO0.0) 

199 170 158 77 16 6 O O O 4 1 63 1 

(31.5) (26.9) (25.0) (12.2) (2.5) (1.0) (O.O) (0.0) (0.0) (0.6) (0.2) (100.0) 

182 140 174 63 24 12 l 1 O O 1 5 98 

(30.4) (23.4) (29.1) (l0.5) (4.0) (2.0) (0.2) (0.2) (0.0) (O.O) (0.2) (100.0) 

15 724 

10 763 

11 774 

13 70g 

2 633 

11 609 

(~{~t) ~1 iC~!t. 

~~8 ~~~--=･*-1~~;(~)~~~~~~ #i~C ( ) F~l~i 

回答（株〕 500 11000
5
㎝
〕
1 10IOOO 1O，OOO 回 無

未 ” ” ” 以 回 計

年　次 満 上 答 審

1976 3侶 98 154 39 53 692 32 724
（50．3） （142） （22．3） （5．6〕 （7．1） （100．O）

19η 193 162 94 19 10 478 285 763

（40．4） （33．9） （19。ア） （4．O） （2．1〕 （100．O）

19ア8 356 η 183 43 62 721 53 η4

（494） （10．7〕 （25．4） （60） （8．6） （100．O）

( ~~ ~?) 

(i~~) 

~:li;~I~. 
1979 ~pJ~~L~~ e~~~~E i~~~ h tL IC L ' t~: v , . 

~~9 ~~~~}c~~~~~~:;~~~~~7t:~~~'-'-'--~~1~~~~~ ~i~t ( ) ~~~lo 

1976 616 42 18 7 2 5 1 o O 0 o 691 33 224
（畠9，1）（6．O）（2．6）〔1－O）（O．3）（O．7）（O，1）（O．O）（0－O）（O．O〕（O・O）（1OO・O）

19η 667 42 21 5 7 1 o o 1 1 1 746 17 7蘭

（89．4）　（5．6）　（2．8）　（O．ア〕　（O．9〕　（O．1）　（O．O）　（O．O）　（O．1）　（O．1）　（O．1）　（100．O）

1978 681 28 14 5 3 O O o O O o 737 3ア η4

（93．2）　（3．8）　（1．9）　（O．7）　（O．4）　（O．O〕　（O．0）　（O．O）　（O．O）　（O．O）　（O．O）　（1OO．O）

19ア9 αア 32 9 3 ユ O o o o 0 1 693 15 708
（93．4）　（4．6）　（1，3）　（O．4）　（O．1）　（O．O〕　（0．O〕　（0．O）　（O．O〕　（O．O）　（O．1）　（1000）

ユ980 5フ2 鉢 11 u 2 O O o o o o 630 3 633
（90．8〕（5．4）（1．7）（ユ．7）（O．3）（O－O）（O．O）（0．O〕（O．O）（O．O）（O，O）（1OO・O）

1981 552 21 10 5 O 2 o o o o O 590 19 609
（93．6）　（3．6）　（1．7〕　（0．8）　（O．O）　（O．3）　（O．O）　（0，O）　（O．O）　（O．O）　（0．O〕　（100，0）

(~~i~i) ~~1 ~l~le-
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( 51 ) ~) h~~I JL~~AjJ~~~ a)j~~~:~~¥~~ ~ Aj~~i~5Z~~ 

~10 ~~~:}c~~~IC~~~f~~~~~~i~~7~~~--~=~~~;~C ~~~~( ) F~~~ 

回答（人）

年　次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1O　　回　　無0　123456ア89以　　回計

上　　　答　　　答

19ア6

686241110000069529ア24（98．1）（O・3〕（O・6）（O．1）（O．1）（O－1）（O，O）（O．0〕（O．O）（O．O）（O．O）（100．O）

19η 　7211010010000073330763（9呂。4）　（1．4）　（O．1〕　（O．O〕　（O．O〕　（O．1〕　（O．O）　（O．O）　（O．O）　（O．O）　（O．O）　（100．O）

1978 　フ262310000010ア3341774（99・O）（O・3）（O・4）（O．1〕（O．O〕（O．O）（O．O）（O．O）（O．O〕（O．1）（O．O）（100．O）

1979

6呂1630000000169117アO…；（9S　6）　（O．9）　（O．4）　（O．0）　（O．O）　（O．O）　（O，O〕　（O．O〕　（O．O）　（OI　O）　（O．1）　（100．O）

1980 61772021000006294633（98・1〕（1．1〕（O，3〕（0．0）（O－3）（O．2）（O，O〕（O．O〕（0．O）（O．O）（O．O）（100．O）

1981

58ア312010000059015609（99・5）（O・5）（O．2）（O．3）（O－0）（O．2〕（O．O）（O．O）（O．0）（O．O）（O．O）（100．O〕

(!~j~fT) ~~ 1 ~;r~ I). 

~~11 ~I~~~q)~~~i ~~~C ( ) r;9"/~ 

回　答 有 回 無

年次
議案の修正　議璃進行　識案の修正・議

その他
無 回 計

について について 琳巡行について
笈
咀 答

1976 10 353 11 19 393 319 ク12 12 ア24
（2．5） （89．8） （2．8） （4．筥〕 （55－2〕 （44．8） （100．O）

19η O 499 8 18 525 222 ア4ア ユ6 763
（O．0〕 （95．o） （1．5〕 （3．4） （70．3） （29．ア） （100．O〕

19フ8 3 411 8 12 434 320 75斗 20 η4
（O．ア） （94．7） （1．8） （2．8） （57．6〕 （42．4） （100．O）

19ア9 1 423 13 3 440 257 69ア 11 708
（O．2） （96．1） （3．O） （o．ア） （63．1） （36．9〕 （100－0）

！980 4 2呂ア
一 6 297 334 631 7 63呂

（1．3〕 （96．6） （2．O） （4フ．1） （52．9） （1oo．o〕

19S1 4 365
■

15 384 228 612 2 614
（1．0） （95．1） （3－9） （62．フ） （3ア．3） （ユoo．o）

(~~t~7) ~~ I ~C~ t, . 

)+*~*¥ 

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

1931 

(~{~fr) 

311 

~~12 i~~~~!~*~)~~f~1F~r~ 

5 20 25 30 35 40 5a 60 60 10 IS 

･~L F F P H P // ff 
f
f
 

H
 

~i~~ ( ) F~!Ie.h 

~I #:~ 
~J ~~ 

~~~;-_* ~:* 

60 216 244 75 68 9 18 u 8 721 5
 (1.0) (8.3) (30.0) (33.8) (10.4) (9.4) (1.2) (2.5) (1.5) (O.7) (L1) (100.0) 

O 18 178 305 141 68 14 10 12 2 13 761 
(0.0) (2.4) (23.4) (40. 1) (18.5) (8.9) (1.8) (1.3) (1.6) (0.3) (1, 7) (lao.O) 

12 74 ZS3 252 92 51 7 12 12 6 2 773 (1.6) (9.6) (32.7) (32.6) (ll.9) (6.6) (O.9) (1.6) (1.6) (0.8) (0.3) (lOO.O) 

2 27 208 247 120 54 20 9 6 5 2 700 
(0.3) (3.9) (29./~) (35.3) (17.1) (7.7) (2.9) (1.3) (0.9) (O.7) (0.3) (100.0) 

4 56 215 202 89 36 10 6 7 5 2 632 
(0.6) (8.9) (34.0) (32.0) (14.1) (5.7) (1.6) (0.9) (1.1) (0.8) (a.3) (100.0) 

o 26 181 238 89 45 6 6 Ia 2 2 6a5 (O.o) (4.3) (29.9) (39.3) (14.7) (7.4) (1.0) (1.0) (1.7) (0.3) (0.3) (100.0) 
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一橋論叢 第八十七巻 第三号　（52）

’
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
表
7
お
よ
ぴ
表
8
は
、
発
言
株
主
の
人
数
と
そ
の
持
株
数

と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
7
か

ら
、
菱
言
株
主
の
人
数
は
回
答
企
業
の
大
半
（
約
六
三
－
七
四

％
）
に
お
い
て
三
人
以
下
で
あ
っ
た
、
こ
の
ほ
か
に
発
言
株
主
な

し
が
回
答
企
業
の
約
二
－
三
割
も
あ
っ
た
こ
と
、
表
8
か
ら
、
そ

の
持
株
数
は
回
答
企
業
の
大
多
数
（
約
八
六
－
九
四
％
）
に
お
い

て
五
、
O
O
O
株
未
満
で
あ
っ
た
、
と
く
に
五
〇
〇
株
未
満
が
回

答
企
業
の
約
半
数
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う

し
た
発
言
株
主
は
、
議
案
に
対
し
て
質
疑
を
し
た
り
、
反
対
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

を
述
べ
た
り
、
あ
る
い
は
動
議
を
出
し
た
り
す
る
わ
け
で
あ
る
。

表
9
、
表
1
0
お
よ
び
表
1
1
は
、
こ
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
た
株
主

の
人
数
に
つ
い
て
、
そ
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
9
か

ら
、
議
案
に
対
し
て
質
疑
を
し
た
株
主
数
は
回
答
企
業
の
圧
倒
的

多
数
（
約
八
九
－
九
四
％
）
に
お
い
て
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
こ
と
、
表

1
0
か
ら
、
議
案
に
対
し
て
反
対
意
見
を
述
べ
た
株
主
数
も
回
答
企

業
の
圧
倒
的
多
数
（
約
九
八
－
一
〇
〇
％
）
に
お
い
て
ゼ
ロ
で
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
表
1
1
か
ら
、
動
議
は
「
有
」
っ
た
と
す
る
も

の
が
回
答
企
業
の
過
半
数
（
約
四
七
－
七
〇
％
）
、
動
議
は
「
無
」

か
っ
た
と
す
る
も
の
も
回
答
企
業
の
半
数
近
く
（
約
三
〇
－
五
三

％
）
に
及
ん
だ
、
さ
ら
に
動
議
は
「
有
」
っ
た
と
す
る
も
の
で
は
、

「
議
事
進
行
に
つ
い
て
」
の
動
議
が
「
有
」
回
答
企
業
の
圧
倒
的

多
数
（
約
九
〇
－
九
七
％
）
を
占
め
た
こ
と
が
読
め
る
。
そ
し
て

さ
ら
に
表
1
2
は
、
株
主
総
会
の
所
要
時
間
に
つ
い
て
、
そ
の
推
移

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
1
2
か
ら
、
そ
の
所
要
時
間
は
回
答
企

業
の
大
半
（
約
七
四
－
八
四
％
）
に
お
い
て
一
〇
1
二
五
分
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
株
主
総
会
進
行
状
況
の
実
態
は
つ
ぎ
の
よ

う
で
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
殆
ど

の
企
業
で
は
、
付
議
議
案
に
対
し
て
、
株
主
か
ら
の
質
疑
も
反
対

意
見
も
出
な
か
っ
た
、
②
多
く
の
企
業
で
は
、
株
主
の
発
言
は
せ

い
ぜ
い
議
事
進
行
の
動
議
に
限
ち
れ
、
そ
の
菱
言
は
、
人
数
で
は

三
人
以
下
、
持
株
数
で
は
五
、
○
○
○
株
未
満
、
と
く
に
五
〇
〇

株
未
満
の
小
零
紬
株
主
で
あ
っ
た
、
③
多
く
の
企
業
で
は
、
株
主

総
会
は
わ
ず
か
一
〇
1
二
五
分
と
い
う
短
時
間
で
終
了
し
た
、
と
。

⇔
　
委
任
状
勧
誘
の
実
態

　
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
は
、
企
業
運
営
の
重
要
事
項
に

つ
い
て
株
主
の
総
意
を
決
定
す
る
、
企
業
最
高
の
必
要
機
関
で
あ

る
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
そ
こ
で
は
付
議
議
案
に
つ
い
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（53）　わが国上場企業の株主総会と企業支配

て
の
実
質
的
な
審
議
は
殆
ど
行
わ
れ
ず
、
直
ち
に
議
案
の
採
択
が

な
さ
れ
、
株
主
総
会
は
短
時
間
で
終
了
す
る
事
例
が
多
い
こ
と
を
、

う
え
で
知
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総

会
に
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
主
因
の
一
つ
は
、
株
主
に
対
す

る
議
決
権
代
理
行
使
な
い
し
委
任
状
の
勧
誘
に
よ
り
、
付
議
議
案

の
可
決
に
必
要
な
株
式
数
が
事
前
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
捷
考
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
一
体
、
こ
う
し
た
委
任
状
勧
誘
の

実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
実
態
に
関

す
る
分
析
結
果
を
示
せ
ぱ
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
表
1
3
お
よ
ぴ
表
1
4
は
、
委
任
状
勧
誘
の
有
無
・
対
象
と
そ

の
理
由
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
1
3
か
ら
、
委
任
状
勧
誘
は
「
有
」
っ
た
と
す
る
も
の
が
回
答
企

業
の
大
多
数
（
約
七
七
－
九
八
％
）
を
占
め
た
、
し
か
も
、
そ
の

勧
誘
は
「
全
株
主
に
対
し
て
」
行
わ
れ
た
と
す
る
も
の
が
「
有
」

回
答
企
業
の
圧
倒
的
多
数
（
約
九
二
－
九
九
％
）
に
達
し
た
こ
と
、

表
1
4
か
ら
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
定
足
数
を
要
す
る
議
案
が
あ

る
」
と
す
る
も
の
が
回
答
企
業
の
大
半
．
（
約
七
四
－
八
四
％
）
を

占
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ぎ
に
表
∬
お
よ
び
表
1
6
は
、
委
任
状

返
送
率
．
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
と
白
紙
委
任
状
の
割
合
（
対
発

行
済
株
式
総
数
）
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
推
移
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
表
1
5
か
ら
、
委
任
状
返
送
率
は
回
答
企
業
の
過
半
数

（
約
六
三
－
七
一
％
）
に
お
い
τ
五
〇
1
八
○
％
で
あ
っ
た
こ
と
、

表
1
6
か
ら
、
白
紙
委
任
状
の
割
合
は
回
答
企
業
の
過
半
数
（
約
五

三
－
六
四
％
）
に
お
い
て
五
〇
％
以
上
で
あ
っ
た
、
ま
た
、
一
〇

％
以
下
お
よ
ぴ
白
紙
委
任
状
ゼ
ロ
は
合
わ
せ
て
も
回
答
企
業
の
約

一
－
二
割
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う

し
た
委
任
状
勧
誘
に
お
い
て
大
株
主
の
も
つ
意
味
は
と
く
に
犬
き

い
。
表
〃
、
表
1
8
、
表
1
9
お
よ
ぴ
表
2
0
は
、
そ
う
し
た
大
株
主
に

対
す
る
委
任
状
勧
誘
、
穣
極
的
に
こ
れ
を
行
う
大
株
主
の
範
囲
と

そ
の
累
計
持
株
比
率
（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
、
そ
し
て
そ
の
結

果
、
大
株
主
か
ら
集
め
ら
れ
た
委
任
状
の
割
合
（
対
発
行
済
株
式

総
数
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表

〃
か
ら
、
大
株
主
に
対
す
る
委
任
状
勧
誘
は
「
一
般
株
主
に
対
す

る
勧
誘
と
同
じ
」
と
す
る
も
の
が
回
答
企
業
の
過
半
数
（
約
六
一

－
六
九
％
）
を
占
め
た
、
さ
ら
に
「
一
般
株
主
に
対
す
る
勧
誘
に

加
え
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
よ
り
積
極
的
に
行
う
」
と
す
る
も
の

も
回
答
企
業
の
約
三
一
－
三
九
％
に
及
ん
だ
こ
と
、
表
1
8
か
ら
、

積
極
的
に
こ
れ
を
行
う
大
株
主
の
範
囲
は
回
答
企
業
の
大
多
数

（
約
八
三
％
）
に
お
い
て
三
〇
位
ま
で
で
あ
っ
た
、
と
く
に
一
〇

位
ま
で
が
回
答
企
業
の
約
半
数
を
占
め
た
こ
と
、
表
1
9
か
ら
、
そ
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一橋論叢　第八十七巻　第三号　（54）

表13委佳状勧誘の有無・対象 社数（ ）内％

回　答 有 回 無
無 回 計

年　次 全株主に対Lて 一部株主仁対L’〔 答 答

19フ6 515 44 559 ユ51 フ1o 14 724
（92．1） （λ9〕 （フ8．ア） （21．3〕 （100．O〕

19η 716 19 フ35 25 フ60 3 763

（97．4） （2．6） （96．ア〕 （3，3〕 （100．O〕

1978 554 41 595 174 ア69 5 η4

（93．1〕 （6．9） （η．4〕 （22－6〕 （1OO，O〕

1979 668 15 683 1o 701 7 708
（97．8） （2．2） （97．4〕 （2－6〕 （1OO．O〕

1980 493 23 5ユ6 94 610 23 633
（95．5） （4．5） （84－6） （15－4） （100．O〕

1981 596 ア 593 14 60ア 2 609
（98．8） （1．2） （97－7） （2．3） （100－O〕

〔出所）表11こ同じ。

表14委任状勧誘の理由　　社欽（）内％

回　答 定足数を要す 毎期慣行と

年 る議案がある している
回　答 無回答 計

次

1976 405 145 550 9 559
（73．6） （26．4） （100．O）

19η 619 114 フ33 2 7お

（酔．4） （15．6） （1oo，o〕

1978 458 161 619
一

595
（74．O） （26．O） （1oo．o〕

ユ979 570 ユ13 683 0 683
（s3．5） （16．5） （100．o）

19畠O 396 ユ20 516 o 516
（76．フ） （23．3） （loo．o〕

（出所）　表ユに同じ。

（注）1981年の調査は行われてい注い。

表15委任状返送率（対発行済株式総数） 社数（）内％

　　　　　　　　ユ02030405060708090100回　無　　　　　　　　以”〃”””””　””　　回計　　　　　　　　下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答　　　答

1976

19η

19ア8

19ア9

1980

1981

（出所〕

　19　　　39　　　1フ　　　39　　　29　　　　97　　　150　　　125　　　　5ア　　　1ア　　　　589

（3．2）　（6．6）　（2．9〕　（6．6）　（4．9）　（16．5）　（25．5）　（21．2）　　（9．ア〕　（2．9）　（100，O〕

　412293745116195195　9216　フ40（O．5）　（1．6）　（3，8）　（5．O〕　（6．1）　（15．ア）　（26．4）　（26．4）　（12．4）　（2．2）　（100．O）

　8　　　10　　　19　　　24　　　41　　　　93　　　159　　　150　　　　68　　　13　　　　585
（1．4）　（1．7）　（3．2）　（4．1〕　（7．O〕　（15，9）　（21・2）　（25・6〕　（11．6）　（2．2）　（100．O〕

　7　　　16　　　26　　　23　　　42　　　122　　　150　　　192　　　　83　　　12　　　　673
（1．O〕　（2・4）　（3・9〕　（3・4）　（6・2）　（18・1）　（22・］）　（28■5）　（12・3）　（1・8〕　（100・O）

　29141435831231576411512（O，4）　（1．8）　（2．7〕　（2．ア）　（6．8）　（16．2）　（24．O）　（30．フ）　（12．5）　（2．1）　（100．O）

　8　　　　7　　　11　　　21　　　41　　　92　　　150　　　1アフ　　　　フ4　　　16　　　　58ア
（1．4）　（1．2）　（1，9〕　（3．6）　（フ．O）　（14，0）　（25．6）　（30．2）　（12．6）　（2．7〕　（100．O）

表1に同じ。

ユ35

23

189

35

121

22

724

763

η4

7α≡

633

609

314



( 55 ) ~) ~~~I Ji~;~/+~J~~{~ a)i~i~~~~~;~~ ~ AjL~i~ ~~~~ 

~~ 16 ~~i~~~}C~~ ~~: ･ ~~a)t~~~(Dt~:L*~:i~~~ (~l~~~~~E4~:) 

a)~*lJ^* (~f~i~f7~?~~~l~~~;~:) ~j~ ( ) ~1~ 

　　　　　10　20　30　40　50　60　ア0　80　90　100　回　無○　以　”　〃　”　”　”　”　”　〃　”　　回罰　　　　　下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焚　　匁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凹　　　　　　　　　o

19ア6 19　129　19　45　19　38　62　70　55　61　5フ　574150η4（3・3）（22－5）（3・3）（7・8）（3・3）（6・6）（10．8）（12．2）（9．6）（10．6）（9．9）（100．O）

19η 12　112　24　40　映　61　82　80　80　フ5　78　6フ8　85763（1・8〕（16・5）（3・5）（5・9〕（5・O）（9・O）（12・1）（11・8）（11．8）〔11．1）（u．5）（100．O）

19フ8 16　105　33　24　43　3ア　58　63　70－　52　64　565　209η4（2・8〕（18・6〕（5・8）（4・2）（ア・6）（6・5〕（10－3）（11．2）（12，4）（9．2〕（11．3）（ユOO．O）

1979 ユ3　90　31　46　34　64　73　79　76　フ1　5フ　63ヰ　74フ08（2・ユ）（14・2〕（4・9）（7・3）（5・4）（10・1）（ユ1．5）（12．5〕（12．O）（11．2）（9．O）（100．O）

1980 　　9　53　22　20　20　43　41　66　59　79　52　464　169633（1・9〕（11・4〕（4・7）（4・3）（4・ヨ）（9．3）（8．8）（14．2）（12．7）（1フ．O）（11．2〕（ユOO．O）

198i 37　28　11　23　23　38　55　64　57　42　ア0　448　ユ61609（8・3）（6・3〕（2・5〕（5・1）（5・1）（8．5）（12．3）（14．3〕（12．ア）（9．4〕（15．6〕（100．O〕

(tl~i~~r) ~~l tc~II~. 

~~ 17 ;~~~~~}C~f~~~~;i~~~:~l~f ~~~C ( ) F~l~~ 

一般株主に対する勧誘 一般繰主に対す
に加え，なんらかの方
法でより積極的に行う

回　答
る勧誘と同L

無固答 計

1976 167 3アO 53ア 1εフ 724
（31．1） （68．9〕 （100．0）

19η 270 μO フ10 53 163
（38．0） （62．O〕 （1oo，o）

ユ9フ8 236 367 603 171 η4
（39．1） （60．9） （100．0）

19ア9 23ア 428 6砧 4ヨ

（35．6）
ア08

（64－4〕 （100－O）

1980 186 334 520 113 633
（3i8） （64．2） （1oo－o）

(~~~t) 

( ~~) 

~1 t;r~ll~. 

19gl ~~,D ~l~~ t~~ ~ h ~L 1: L ･ tJ: v･ . 

lli~~ 
~~ 18 ~~~~~~ }c~i~E~~q)~]~~, ~~ f? 5 ;~i~~; e)~~~l #1~~ ( ) F~l~~ 

1976 

1977 

lO ~ 40 S O 60 7a 80 90 100 20 30 
{~ d d ff !l ,

 
F
 

lOO ~l {
i
r
 

~~ '~~･* 

~
~
i
 ~l~t 

~:-*-

8~ 29 2 1 3 7 3 4 O O 3 8 161 (51.6) (18.0) (13.0) (1.9) (4.3) (1.9) (2.5) (0.0) (0.0) (1.9) (5.0) (100.0) 

164 64 42 8 22 6 2 l O 7 Il 327 (50.2) (19.6) (12.8) (2.4) (6 7) (1.8) (0.6) (0.3) (0.0) (2.1) (3.4) (lO0.0) 

563 

436 

724 

763 

(~i~rff) 

(~~) 
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一橋論叢 第八十七巻 第三号　（56）

表19積極的に委任状の勧誘を行う犬株主の累計持株比率（対発行済株式総数）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社数（）内％

1976

19η

5102030405060フ08090100回無以　”　〃　”　”　”　”　”　”．”　”　　　回許
下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答　答

　O　1　6　12　22　31　4ア　24　12　5　0　160舳ア24（O．O）（α6〕（3．8）（7．5〕（13．8〕（19．4）（29．4）（15・O〕（フ・5）（3・1〕（0・O）（100・O〕

　3　5　ユ7　25　46　66　ア5　56　24　ア　0　324439ア63
（O－9）（ユ．5）（5．2）（7．フ）（ユ4．2）（20－4）（23．1〕（1フ・3〕（7・4〕（2・2）（0・O）（100・O）

（出所〕　表1に同じ。

（注）　1978年以降の醐査は行われていない。

許
無
回
答

表20　大株主から集められた委任状の割合（対発行済株式総数）社数（）内％

回答〔％） 5 10 20 30 40 50 60 フo 80 90 100 回 無

以 ” ” ” ” ” 〃 ” ” ” ”
回 計

年 次 下 答 答

19フ6 10 31 6 13 17 23 30 16 4 5 12 ユ6ア 55ア 724

（6．O） （18．6） （3．6） （7．8） （10．2） （13．8） （18．0） （9－6） （2．4） （3－0〕 （7．2） （loo．o）

19η 4 4 1筍 30 41 5フ 70 39 18 10 31 322 一41 フ63

（1．2） （1．2） （5．6） （9．3） （12．7） （17．7） （21．フ） （12．1） （5．6） （3．1） （9－6） （100．O）

1978 9 7 22 19 38 37 36 28 26 17 32 271 503 η4

（3．3） （2．6） （8－1） （7－0〕 （14．O） （13－7） （13．3） （10．3） （9．6） （6．3） （11．8） （100．O）

19ア9 6 10 5 22 お 40 37 2ア 17 9 11 219 489 708

（2．7） （4．6） （2．3〕 （10．O） （16．O〕 （ユ8－3） （16．9） （12．3） （7．8） （4．1） （5．O） （100－O〕

1980 9 4 ユ2 1フ 19 23 30 12 ユ5 19 29 189 榊 6ヨ3

（4．8） （2－1） （6．3） （9．0〕 （1O．1） （12．2） （15－9） （6．3） （7．9） （10．1） （15．3〕 （100－O）

（出所）表1に同じ。

（注）ユ981年の調査は行われていな

う
し
た
大
株
主
の
累
計
持
株
比
率
は
回
答
企
業
の
過
半
数

（
約
六
一
－
六
四
％
）
に
お
い
て
四
〇
－
七
〇
％
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
表
2
0
か
ら
、
そ
こ
に
集
め
ら
れ
た
委
任

状
の
割
合
は
回
答
企
業
の
約
半
数
（
約
四
五
－
六
四
％
）

に
お
い
て
三
〇
－
七
〇
％
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
読
め
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
委
任
状
勧
誘
の
実
態
は
つ
ぎ
の
よ

う
で
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

①
多
く
q
企
業
は
、
定
足
数
を
要
す
る
議
案
が
あ
る
と
の

理
由
か
ら
、
委
任
状
の
勧
誘
を
全
株
主
に
対
し
て
行
っ
た
、

②
多
く
の
企
業
は
、
大
株
主
に
対
す
る
委
任
状
の
勧
誘
を
、

一
般
株
主
に
対
す
る
勧
誘
と
同
じ
方
法
（
郵
送
）
で
行
っ

た
が
、
よ
り
積
極
的
な
方
法
（
個
別
訪
問
、
電
話
等
）
で

こ
れ
を
行
っ
た
企
業
も
か
な
り
あ
っ
た
、
⑧
積
極
的
な
委

任
状
勧
誘
の
対
象
と
さ
れ
た
大
株
主
は
、
上
位
三
〇
位
ま

で
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、
そ
の
累
計
持
株
比
率
は
、

発
行
済
株
式
総
数
の
四
〇
－
七
〇
％
の
も
の
が
多
か
っ
た
、
．

④
多
く
の
企
業
で
は
、
大
株
主
か
ら
集
め
ら
れ
た
委
任
状

は
、
発
行
済
株
式
総
数
の
三
0
1
七
〇
％
に
の
ぼ
っ
た
、

⑤
全
株
主
か
ら
集
め
ら
れ
た
委
任
状
は
、
多
く
の
企
業
で

は
、
発
行
済
株
式
総
数
の
五
〇
1
八
O
％
に
及
ん
だ
、
そ
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（57）　わが国上場企業の株主総会と企業支配

の
大
都
分
は
白
紙
委
任
状
で
あ
っ
た
、
と
。

㈲
　
大
株
主
懇
談
会
の
実
態

　
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
に
つ
い
て
は
、
付
議
議
案
の
実

質
的
審
議
が
殆
ど
行
わ
れ
ず
、
直
ち
に
議
案
の
採
択
が
な
さ
れ
、

短
時
間
で
終
了
す
る
事
例
が
多
い
こ
と
を
、
さ
き
に
述
べ
た
。
こ

う
し
た
事
態
を
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
に
も
た
ら
し
た
と

考
え
ら
れ
る
主
因
の
も
う
一
つ
は
、
総
会
日
前
に
大
株
主
懇
談
会

が
持
た
れ
、
付
議
議
案
に
関
し
て
大
方
の
了
承
を
得
る
た
め
の
根

回
し
が
行
わ
れ
て
い
る
と
推
考
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

一
体
、
こ
う
し
た
大
株
主
懇
談
会
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
実
態
に
関
す
る
分
析
結
果
を
示
せ
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
表
2
1
は
、
大
株
主
懇
談
会
の
有
無
・
目
的
に
つ
い
て
、
そ

の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
2
1
か
ら
、
大
株
主
懇
談
会
は

「
無
」
か
っ
た
と
す
る
も
の
が
回
答
企
業
の
大
半
（
約
七
四
－
八

七
％
）
を
占
め
た
、
一
方
、
そ
れ
が
「
有
」
っ
た
と
す
る
も
の
は

回
答
企
業
の
約
；
一
－
二
六
％
に
留
ま
っ
た
が
、
そ
の
比
率
は
漸

次
高
ま
り
つ
つ
あ
る
、
ま
た
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
「
営
業

の
状
況
を
報
告
す
る
」
と
す
る
も
の
が
「
有
」
回
答
企
業
の
大
半

（
約
六
三
－
七
六
％
）
を
占
め
た
、
「
総
会
付
議
議
案
に
っ
き
事

前
の
承
認
を
え
る
」
と
す
る
も
の
は
約
二
一
－
四
四
％
、
「
大
株

主
と
の
一
般
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
冒
ン
」
と
す
る
も
の
も
約
二

六
－
四
四
％
に
及
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ぎ
に
表
2
2
お
よ
ぴ
表

2
3
は
、
対
象
と
さ
れ
た
大
株
主
の
範
囲
と
そ
の
累
計
持
株
比
率

（
対
発
行
済
株
式
総
数
）
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
推
移
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
表
2
2
か
ら
、
大
株
主
の
範
囲
は
回
答
企
業
の
過

半
数
（
約
六
〇
1
六
六
％
）
に
お
い
て
三
〇
位
ま
で
で
あ
っ
た
こ

と
、
表
2
3
か
ら
、
そ
の
累
計
持
株
比
率
は
回
答
企
業
の
過
半
数

（
約
五
九
－
七
〇
％
）
に
お
い
て
三
0
1
七
〇
％
に
の
ぼ
っ
た
こ

と
が
知
れ
る
。
さ
ら
に
表
脾
お
よ
ぴ
表
鴉
は
、
対
象
と
さ
れ
た
大

株
主
の
属
性
と
、
そ
れ
が
企
業
運
営
に
与
え
る
影
響
の
有
無
・
影

響
事
項
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
2
4
か
ら
、
大
株
主
の
属
性
と
し
て
は
「
金
融
・
証
券
・
保
険
等

の
金
融
機
関
関
係
」
が
回
答
企
業
の
大
半
（
約
七
六
－
八
二
％
）

を
占
め
た
、
「
取
引
先
・
関
係
会
社
等
」
も
過
半
数
（
約
六
六
－

七
三
％
）
に
及
ん
だ
が
、
「
創
業
者
、
会
社
オ
ー
ナ
ー
等
ま
た
は

そ
の
同
族
関
係
者
」
は
約
一
四
－
二
四
％
に
留
ま
っ
た
こ
と
、
表

2
5
か
ら
、
大
株
主
は
企
業
運
営
に
対
し
て
「
影
響
カ
が
あ
る
と
思

う
」
と
す
る
も
の
が
回
答
企
業
の
約
半
数
（
約
四
七
－
四
八
％
）
、
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~~~c ( 

( 58 ) 

) F'~]~b 

回答 有
総会付議護案　営繁の状況を　大株主との一につき嬰剛］の　　　　　　　般的な・1ミュ承認をえる　　報告する　　　ニケーション

回 無

その他
無 回 計

年次
佐
口 答

19ア6 3ア フ2 30 1 95 625 720 4 ア24

（38．9〕 （乃．8） （31．6〕 （1．1） （13－2〕 〔86．8） （100．O）

19η 23 69 28 4 1O≡； 645 フ53 工0 ア63

（21．3） （63．9） （25．9〕 （3．7） （14．3） （鴎、7） （100．O）

1978 3フ フ5 35 6 119 “6 フ砧 9 η4

（31．1） （63．O） （29．4） （5．o） （15．6） （84．4） （100．O）

19フ9 63 110 フo O 158 539 69ア 11 708
（39．9） （69．6） （44．3） （o．o） （22．7） （η．3） （100．O）

1980 59 ユ01 59 O 135 491 626 7 633
（43．7） （74．8） （43．フ） （o．o） （21．6） （78．4） （1oo．o）

1981 64 118 53 1 159 449 608 1 609
（40．3） （74．2） （33．3） （O．6） （26．2） （フ3．8〕 （ユOO．0）

(~tt~f) ~1i;~ll~. 

~~22 ;~;t~~~~~~:**a)~~~~~ ~t=;~~~~S(D~~i~~ ~i~~ ( ) F~jl~~o 

^_¥~!j,irril~:_(~) ~1S: k 'r tt ~] ~h 20 30 50 60 70 80 90 100 100 ~] ~1~ 40 

~p ~~¥ ~!~ 'r ~ ~;* ~~: 
1976 

1977 

1978 

(~t~i~7) 

( ~~) 

36 16 10 2 Il 2 5 4 2 1 6 95 629 (37,9) (16.8) (l0,5) (2,1) (ll,6) (2.1) (5.3) (4,2) (2.1) (1,0) (6.3) (100.0) 

36 24 13 7 11 4 4 l 1 4 6 Ill 652 
(32,4) (21.6) (11.7) (6.3) (9.9) (3.6) (3.6) (0,9) (0.9) (3,6) (5.4) (lOO.O) 

45 19 16 11 12 7 9 2 l 6 5 133 641 
(33.8) (14.3) (12.0) (8.3) (9.0) (5.3) (6.8) (1.5) (0-8) (4.S) (3.8) (100.0) 

~ I ~C~I ~. 

1979 ~FJ~-~LF~ ,D~J~~~t~;~tht~ IC L* t: L *. 

724 

763 

774 

~~ 23 

~i~C ( ) F~l~~; 

×） 5102030405060708090100回無以　　　　”　　　”　　　”　　　　”　　　　”　　　　”　　　　”　　　　”　　　　”　　　”　　　　　　　　匝1　言庁下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答　　答

1976 2269181915161624109615724（1．8〕　（1．8〕　（5．5）　　（8．3）　（16．5〕　（1フ．4）　（13．8）　（14．ア）　（14．7〕　（1．8）　（3，7）　（100．O）

19η

434ユ0142322191120112651ア63（3．6〕　（2．7〕　（3．6）　　（8．9〕　（12．5）　（20．5〕　（19．6）　（17，O）　　（9．8）　（1．8）　（O．O）　（100．O）

19ア8 1　　　　8　　　　5　　　　14　　　　16　　　　26　　　　20　　　　25　　　　12　　　　1　　　　0　　　　128　　646　7ア4

（O．8〕　（6．3〕　（3．9〕　（10．9〕　（12．5）　（20－3）　（15■6）　（19．5〕　　（9－4）　（O．8）　（O．O）　（100．O〕

19ア9 0　　　　6　　　13　　　　18　　　　21　　　　24　　　　34　　　　26　　　　　9　　　　1　　　　0　　　　152　　556　708

（O．O）　（3．9）　（8．6〕　（11．8）　（13．8）　（15．8〕　（22，4）　（17．1）　　（5，9）　（0．7）　（O．O）　（100．O）

19畠O

43ア16252330171030138495633（2．9）　（2，2）　（5．1）　（11・6）　（18・1〕　（16・ア〕　（21・7）　（12・3）　　（フ・2〕　（2，2）　（O．O）　（100・O）

1981

32491520273j2410301フ1432609（18．1）　（2．3）　（5，1〕　　（8■5〕　（1L3）　（15・3）　（18・6）　（ユ3・6）　　（5．6）　（1．ア）　（O．O）　（100．O〕

(~S~f) ~~I r;~J~. 
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（59） わが国上場企業の株主総会と企業支配

表24犬株主懇談会の対象とした大株主の属性 祉数（〕内％

回　答 創粟者、会社オ 金融・証券・ 取引先・ 国，地カ公 祉団・財 回
一ナー等または 保険等の金融 関係会杜

無
共団体等の

年　次
団等の公 その他

その同族関係者 機関関係
回　計

等 公共関係 益法人 答 答

19ア8 28 92 ア8 O 1 9 119 655η4
（23．5） （η．3） （65．5） （0．O） （0．8） （ア．6） （1oo．o）

1979 22 130 110 4 2 11 158 550フ08
（13．9） （82．3〕 （69－6） （2．5〕 （1．3） （7．o） （100．0）

1980 26 105 98 1 1 6 135 498633
（ユ9．3） （η．8） （ア2．6〕 （O．フ〕 （O．7） （4，4） （100－0）

1981 28 121 108 5 2 23 159 450609
（17．6） （76．1） （6アー9） （3．1〕 （1．3） （14．5） （ユoo．o）

■

（出所）表1に同じ。

（注）　19ア6一η年の調査1t行われていたい，

表25大株主懇談会の対象とした大株主が

　企業運営に与える影響の有無・影響事項 祉数（　）内％

回　答 彬簿カがあると恩う 影響カ 回 無

役貝人班 経営方針　決算・配当方 新規班葉 はない
年 次 その他

回 計

に対Lて 1こ対して　針に対Lて に対Lて と思う 答 答

1979 1ア6 155 163 107 6 295 322 617 91 ア08
（59．1） （52．5） （55．3） （36．3〕 （2．O） （41．8） （52，2〕 （1OO．O）

1980 1ア8 158 ユ29 8ア 18 272 296 568。 65 633
（65．4） （58．1〕 （47．4） （32．O） （6．6） （47．9） （52．1） （100．O）

1981 170 142 116 69 16 263 294 55フ 52 609
（弧6） （54．O） （仏、1） （26．2〕 （6．1） （4ア。2） （52．8） （i00．O）

（出所）　表1に同じ。

（注）　19フ6一ア8年の調査は行われていない。

表26大株主懇談会が「無」のとき，総会圓前に特定

　の大株主に対して個別に付議議案の了解を求めるか 祉数（）内％

年次
回答

19ア6

19η

特に行わない 毎回行5 必要の都度行う　　回答 無回答　　　計

　483
（ア3一ア）

　507
（ア3．9）

　103
（15－7）

　81
（11－8）

　69
（10．6）

　98
（14．3）

　砧5　　　　　69　　　　724
（1OO．0）

　686　　　　　η　　　　763
（100．0）

（出所）　菱1に同じ。

（注〕　1978年以降の調壷は行われていない。

表27個別に付議議案の了解を求める場合の犬株主の範囲社数（）内％

1976 　168　　　19　　　　6　　　　0　　　　2　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　195

（86・2）（9．7）（3－1）（O．0）（1．O）（O，0）（O．0）（O．O）（O．O）（O．O）（O．O）（1⑪O．O）
529　フ24

（出所〕　表1に同じ。

（主主）　　19アフ≠F以嘩季の…周ヨ室‘主布子，〕’tていな、、o
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一橘諭叢 第八十七巻 第三号　（60）

反
対
に
「
影
響
カ
は
な
い
と
思
う
」
と
す
る
も
の
も
約
半
数
（
約

五
二
－
五
三
％
）
を
占
め
た
、
ま
た
、
影
響
事
項
に
つ
い
て
は
、

「
役
員
人
事
に
対
し
て
」
と
す
る
も
の
が
「
有
」
回
答
企
業
の
過

半
数
（
約
六
0
1
六
五
％
）
、
「
経
営
方
針
に
対
し
て
」
と
す
る
も

の
も
過
半
数
（
約
五
三
1
－
五
八
％
）
、
「
決
算
・
配
当
方
針
に
対
し

て
」
と
す
る
も
の
も
約
半
数
（
約
四
四
－
五
五
％
）
、
さ
ら
に
は

「
新
規
事
業
に
対
し
て
」
と
す
る
も
の
が
約
二
六
－
三
六
％
を
そ

れ
ぞ
れ
占
め
た
こ
と
が
読
め
る
。
最
後
に
表
2
6
お
よ
ぴ
表
η
は
、

犬
株
主
懇
談
会
が
「
無
」
い
と
き
、
総
会
日
前
に
特
定
の
大
株
主

に
対
し
て
個
別
に
付
議
議
案
の
了
解
を
求
め
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、

こ
れ
を
求
め
る
場
合
の
大
株
圭
の
範
囲
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
推

移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
2
6
か
ら
、
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
は

「
特
に
行
わ
な
い
」
と
す
る
も
の
が
回
答
企
業
の
大
半
（
約
七
四

％
）
を
占
め
た
、
し
か
し
、
「
毎
回
行
う
」
ま
た
は
「
必
要
の
都

度
行
う
」
と
す
る
も
の
も
合
わ
せ
る
と
約
二
六
％
に
の
ぼ
っ
た
こ

と
、
表
2
7
か
ら
、
大
株
主
の
範
囲
は
回
答
企
業
の
圧
倒
的
多
数

（
約
九
九
％
）
に
お
い
て
三
〇
位
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
株
主
懇
談
会
の
実
態
は
つ
ぎ
の
よ
う
で

あ
っ
た
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
総
会
日
前

の
大
株
主
懇
談
会
は
、
営
業
状
況
を
報
告
し
付
議
議
案
に
つ
い
て

事
前
の
承
認
を
得
る
目
的
で
、
あ
る
い
は
営
業
状
況
を
報
告
し
大

株
主
と
の
一
般
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
目
的
で
開
か

れ
た
、
②
そ
れ
は
二
二
－
二
六
％
の
企
業
で
開
催
さ
れ
た
に
留
ま

っ
た
が
、
そ
の
比
率
は
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
る
、
⑧
そ
の
対
象
と

さ
れ
た
大
株
主
は
、
株
主
順
位
で
一
－
三
〇
位
、
累
計
持
株
比
率

で
発
行
済
株
式
総
数
の
三
〇
1
七
〇
％
を
占
め
る
も
の
が
多
く
、

ま
た
、
大
株
主
の
主
な
属
性
と
し
て
は
、
金
融
機
関
関
係
も
し
く

は
取
引
先
・
関
係
会
社
等
が
非
常
に
多
か
っ
た
、
④
大
株
主
の
役

員
人
事
、
経
営
方
針
、
決
算
・
配
当
方
針
に
対
す
る
影
響
カ
を
認

め
る
企
業
も
多
か
っ
た
、
⑤
総
会
日
前
の
大
株
主
懇
談
会
を
持
た

な
い
企
業
で
も
、
上
位
三
〇
位
ま
で
の
大
株
主
か
ら
、
毎
回
ま
た

は
必
要
の
都
度
、
個
別
に
付
議
議
案
の
了
解
を
得
る
こ
と
が
し
ば

し
ぱ
行
わ
れ
た
、
と
。

　
（
ユ
）
　
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
「
榛
主
総
会
白
響
」
は
、
つ
ぎ
の
も

　
　
の
に
－
凋
榊
榊
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
一
九
七
一
年
版
（
昭
和
四
十
六
年
六
月
調
査
）
、
商
事
法
務
研
究
、

　
　
第
五
七
五
号
、
二
頁
以
下
。

　
　
　
一
九
七
二
年
版
（
昭
和
四
十
七
年
七
月
調
査
）
、
商
事
法
務
、
第

　
　
六
〇
九
号
、
二
頁
以
下
。

　
　
　
一
九
七
三
年
版
（
昭
和
四
十
八
年
六
月
調
査
）
、
商
事
法
務
、
第

　
　
六
四
五
号
、
二
員
以
下
。
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一
九
七
四
年
版
（
昭
和
四
十
九
年
六
月
調
査
）
、
商
事
法
務
、
第

　
六
七
九
号
、
二
頁
以
下
。

　
　
一
九
七
五
年
版
（
昭
和
五
十
年
七
月
調
査
）
、
商
事
法
務
、
第
七

　
一
六
号
、
二
員
以
下
。

　
　
一
九
七
六
年
版
（
昭
和
五
十
一
年
七
月
調
査
）
、
商
事
法
務
、
第

　
七
五
一
号
、
二
頁
以
下
。

　
　
一
九
七
七
年
版
（
昭
和
五
十
二
年
七
月
調
査
）
、
商
事
法
務
、
第

　
七
八
五
号
、
三
頁
以
下
。

　
　
一
九
七
八
年
版
（
昭
和
五
十
三
年
七
月
調
査
）
、
商
事
法
務
、
第

　
八
一
九
号
、
三
頁
以
下
。

　
　
一
九
七
九
年
版
（
昭
和
五
十
四
年
七
月
調
査
）
、
商
事
法
務
、
第

　
八
五
三
号
、
三
頁
以
下
。

　
　
一
九
八
O
年
版
（
昭
和
五
十
五
年
七
月
調
査
）
、
商
事
法
務
、
第

　
八
八
七
号
、
三
員
以
下
。

　
　
一
九
八
一
年
版
（
昭
和
五
十
六
年
七
月
調
査
）
、
商
事
法
務
、
第

　
九
二
二
号
、
三
頁
以
下
。

　
　
な
お
、
一
九
七
三
年
版
か
ら
、
犬
和
証
券
株
式
会
社
調
査
都
が
社
団

　
法
人
商
躯
法
務
研
究
会
の
委
嘱
を
受
け
て
、
本
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

（
2
）
　
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
平
田
光
弘
（
稿
）
「
わ
が
国
株
主
総
会
出
席
株
主
の
実
態
1
『
株

　
主
総
会
白
書
』
を
中
心
と
し
て
－
」
一
橋
論
叢
、
第
八
十
二
巻
第

　
五
号
、
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
、
七
七
－
九
六
員
。

（
3
）
　
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
平
田
光
弘
（
稿
）
「
わ
が
国
大
株
主
懇
談
会
の
実
態
1
『
株
主

　
　
総
会
白
書
』
を
中
心
と
し
て
1
L
ピ
ジ
ネ
ス
レ
ピ
＾
1
、
第
二

　
　
八
巻
第
一
号
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
、
五
一
－
五
二
頁
。

　
（
4
）
　
こ
こ
に
い
う
発
言
は
、
質
擬
、
反
対
意
見
お
よ
ぴ
動
議
の
三
つ

　
　
に
隈
ら
れ
、
「
異
議
な
し
」
「
賛
成
」
な
ど
の
単
純
な
菱
言
は
除
か
れ

　
　
て
い
る
。

　
（
5
）
　
大
株
主
懇
談
会
と
は
、
株
主
総
会
日
の
前
ま
た
は
後
に
、
あ
る

　
　
企
業
と
そ
の
大
株
主
と
の
間
で
持
た
れ
る
懇
談
会
を
い
う
。
そ
れ
は
、

　
　
犬
株
主
会
と
も
大
株
主
説
明
会
と
も
よ
ぱ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

　
　
は
、
株
主
総
会
日
前
の
も
の
に
隈
定
す
る
。

　
（
6
）
　
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
平
田
光
弘
（
稿
）
「
わ
が
国
大
株
主
懇
談
会
の
実
態
」
五
〇
1
六

　
　
三
頁
。

　
　
　
三
　
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
と
企
業
支
配

　
こ
れ
ま
で
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
は
、
企
業
運
営
の
重

要
事
項
に
つ
い
て
株
主
の
総
意
を
決
定
す
る
、
企
業
最
高
の
必
要

機
関
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
前
節

で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
株
主
に
対
す
る
委
任
状
勧
誘
を
通

じ
て
、
付
議
議
案
の
可
決
に
必
要
な
株
式
数
が
事
前
に
確
保
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
株
主
総
会
自
体
に
つ
い
て
も
、
特
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

株
主
、
す
な
わ
ち
総
会
屋
に
そ
の
進
行
役
を
ま
か
せ
る
例
が
多
く
、

付
議
議
案
の
審
議
に
か
か
わ
る
発
言
は
殆
ど
な
い
の
が
実
状
と
な
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ウ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
株
主
総
会
で
は
、
付
議
議
案
に
つ
い
て

の
実
質
的
な
審
議
は
殆
ど
行
わ
れ
ず
、
直
ち
に
議
案
の
採
択
が
な

さ
れ
、
株
主
総
会
は
短
時
間
で
終
了
す
る
の
が
普
通
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
は
、
意
志
決
定
機

関
と
し
て
の
機
能
を
実
質
的
に
は
な
ん
ら
果
た
さ
ず
、
形
骸
化
．

無
機
能
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
付
議
議
案
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
審
議
は
ど
こ
で

行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る

の
が
大
株
主
懇
談
会
で
あ
る
。
そ
れ
は
株
主
総
会
日
前
に
、
営
業

状
況
を
報
告
し
付
議
議
案
に
つ
い
て
事
前
の
承
認
を
得
る
目
的
で
、

あ
る
い
は
営
業
状
況
を
報
告
し
大
株
主
と
の
一
般
的
な
コ
、
・
、
ユ
ニ

ケ
ー
シ
目
ン
を
図
る
目
的
で
持
た
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
に
い

う
大
株
主
と
の
一
般
的
な
コ
ミ
ニ
一
ケ
ー
シ
目
ン
も
ま
た
、
暗
黙

の
う
ち
に
付
議
議
案
に
つ
い
て
の
事
前
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
意

味
す
る
、
と
解
さ
れ
る
。
な
ぜ
か
圭
言
え
ば
、
大
株
主
懇
談
会
を

全
く
持
た
な
い
企
業
に
あ
っ
て
も
、
事
前
に
付
議
議
案
の
了
解
を

求
め
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
こ

う
し
た
解
釈
が
許
さ
れ
う
る
な
ら
ぱ
、
大
株
主
懇
談
会
の
目
的
は

一
つ
し
か
な
い
、
そ
れ
も
前
者
、
す
な
わ
ち
営
業
状
況
を
報
告
し

付
議
議
案
に
つ
い
て
事
前
の
承
認
を
得
る
こ
と
に
尽
き
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
株
主
懇
談
会
そ
の
も
の
は
、
わ
ず
か
に
二

〇
％
程
度
の
企
業
で
し
か
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
こ
れ
を

持
た
な
い
が
、
個
別
に
付
議
議
案
の
了
解
を
大
株
主
か
ら
得
て
い

る
企
業
は
、
二
五
％
程
度
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
れ
ば
、
半
数

近
く
の
企
業
で
、
付
議
議
案
の
了
解
を
得
る
た
め
の
根
回
し
が
行

わ
れ
て
い
る
、
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
以
外

の
企
業
で
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
は
そ
こ
で
も
、
こ

■
う
し
た
根
回
し
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と
解
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
そ
こ
で
根
回
し
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
し
た
ら
、
株
主
総
会
が
無
機
能
化
す
る
三
と
は
な
か
っ
た
は

ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
根
回
し
の
対
象
と
さ
れ
る
大
株
主
は
、
株
主
順
位

で
上
位
三
〇
位
、
累
計
持
株
比
率
で
三
〇
1
七
〇
％
を
占
め
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
主
な
属
性
は
金
融
機
関
関
係
も
し
く

は
取
引
先
・
関
係
会
社
等
で
あ
り
、
さ
ら
に
一
都
だ
が
、
創
業

者
・
会
杜
オ
ー
ナ
ー
一
同
族
関
係
者
も
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

お
の
ず
か
ら
こ
れ
ら
の
大
株
主
は
、
役
員
人
事
、
経
営
方
針
、
決

算
・
配
当
方
針
の
よ
う
な
企
業
運
営
の
最
重
要
事
項
の
決
定
に
対

し
て
、
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
。
と
こ
ろ
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が
、
そ
う
し
た
「
影
響
カ
は
な
い
と
思
う
」
と
す
る
企
業
が
、
お

よ
そ
半
数
は
あ
る
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
の
こ
と
は
是
認
さ
れ

う
る
で
あ
ろ
う
か
。
程
度
に
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
株
主
総
会
日
前

に
な
ん
ら
か
の
形
で
付
議
議
案
に
関
す
る
事
前
の
根
回
し
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
そ
の
こ
と
は
、
大
株
主
が
企
業
運
営
に
対
し
て
影

　
＾
2
〕

響
カ
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
、
と
言
’
て

よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
実
は
、
企
業
支
配
の
間
題
は
、

わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
の
実
態
と
の
つ
な
が
り
で
み
た
場

合
、
付
議
議
案
に
関
す
る
事
前
の
そ
う
し
た
根
回
し
に
現
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
支
配
の
実
証
分
析
の
一
つ

の
重
要
な
課
題
は
、
そ
の
根
回
し
の
実
態
を
解
き
明
か
す
こ
と
に

あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
平
囲
光
弘
（
稿
）
「
わ
が
国
特
殊
株
主
の
実
態
」
ピ
ジ
ネ
ス
レ
ピ

　
　
ュ
ー
、
第
二
九
巻
第
一
号
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
、
四
八
－
六
六
頁
。

　
（
2
）
　
影
響
カ
が
な
ん
で
あ
り
、
影
響
の
有
無
を
決
め
る
基
準
が
な
ん

で
あ
る
か
は
、
問
魍
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

お
い
て
な
ん
ら
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
質
間
事
項
が

具
体
性
を
欠
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
、
影
響
カ
を
支
配
力
と
同
義
に
解
し
て
い
る
。

素吉

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
わ
が
国
上
場
企
菜
の
株
主
総
会
は
、
「
株

主
総
会
白
書
」
に
み
る
限
り
、
意
志
決
定
機
関
と
し
て
の
機
能
を

実
質
的
に
は
な
ん
ら
果
た
さ
ず
、
形
骸
化
・
無
機
能
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
わ
が
国
上
場
企
業
の
株
主
総
会
の
実
態
と
の
つ
な
が
り

で
企
業
支
配
の
問
題
を
み
た
場
合
、
そ
れ
は
付
議
議
案
に
関
す
る

事
前
の
根
回
し
に
現
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
支
配
の

実
証
分
析
の
一
っ
の
重
要
な
課
魑
は
、
そ
の
根
回
し
の
実
態
を
解

き
明
か
す
こ
と
に
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
大
学
教
授
）
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